
 

発     言     通     告     書 

    令和 7年 6月 17日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 杉 村 千 栄 

次のとおり通告します。    

発言順位 ２６ 受領日時 6月 17日 午前・午後 11時 55分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 30 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 松山市民会館に代わる文化施設整 （１）松山市車両基地跡地利用について 

 備について  ①昨年 9月 26日の記者会見での野志市長の発言の意図について 

   ②松山駅周辺地区車両基地跡地利用に関する基本構想にないア 

    リーナ整備を採用した根拠及び経緯について 

  （２）松山市民会館に代わる文化施設について 

   ①検討会を早期に設置することについて 

   ②最大限市民参画を図ることについて 

   

2 子どもに寄り添う不登校支援につい （１）不登校の現状について 

 て  ①コロナ禍前後での不登校の児童・生徒数の推移について 

   ②教育支援センター事務所の支援を受けている児童・生徒数につい 

    て 

  （２）学校を休むという子どもの権利の位置づけについて 

  （３）介護休暇を児童・生徒のケアに利用することについて 

   ①本市職員が子どものケアを目的に介護休暇を利用することについ 

    て 

   ②介護休暇を子どものケアにも利用できることを周知する考えについ 

    て 

   

3 人口減少対策について （１）出会い・交流創出事業について 

   ①10年間の取組の概要について 

   ②実績と評価について 

   ③今後の取組について 

  （２）プレコンセプションケアについて 

   ①プレコンセプションケア費用助成事業、検査業務委託の助成件数 

    について 

   ②普及啓発活動について 

 



 

 松山市議会議員 杉 村 千 栄 

 

 2 枚中 2 枚目 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

   ③対象を拡大することについて 

  （３）長期的課題への取組について見解を問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


